
今
日
の
道
徳
も
、
一
度
き
り
の
授
業
だ
か
ら
。
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先
生
方
の
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
工
夫

自
分
の
心
の
内
を
、
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
。

仲
間
と
意
見
を
交
わ
し
、
学
び
合
い
、
高
め
合
え
る
よ
う
に
。

人
間
の
よ
さ
や
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
、

自
分
自
身
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
に
。

今
日
の
こ
の
一
時
間
を
最
高
の
授
業
に
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
深
い
学
び
に
つ
な
げ
た
い
。

一
度
き
り
の
授
業
を
大
切
に
す
る
先
生
方
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
授
業
づ
く
り
を
支
え
る
手
だ
て
を
考
え
ま
し
た
。
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ຊॻͷಛ � 今日の道徳も，一度きりの授業だから。

ֶͼΛ͛ΔɻֶͼΛਂΊΔɻંʹ৮Εͯ׆༻Ͱ͖Δɻ

教ࡐと߹Θͤて׆༻で͖るࢿྉϖʔδʢ全学年に3ฤʣ「学शのه」Ҏ֎はࢿྉूとしてॊೈに׆༻で͖ます。 UIJOLJOH

いじめɾใϞϥϧɾ
ଓՄͳࣾձ࣋
にͭいてʢ全学年רʣ
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˛̎年⤫「看取りの医者」˛生命ྙ理にؔするҙࣝௐࠪ

教ࡐと߹Θͤて׆༻で͖るࢿྉϖʔδʢ全学年に3ฤʣ

生命倫理に関する教材

˛生命ྙ理にؔするҙࣝௐࠪ

情報モラル

いじめ 持続可能な社会
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心
の
ち
た
私

　悲しいことに、世の中で「いじめ」が起きています。どうしていじめが起
こるのでしょう。いじめをなくすためには、どのようなことが大切なのでしょ
う。道徳の時間に考えた「人間としての在り方や生き方」を振

ふ

り返
かえ

り、いじ
めと向き合ってみましょう。

「いじめ」をしない、加わらない、見過ごさない。自分にも、他の誰
だれ

かに
もいじめを許さない。そんな、あなたの強い心を大切にしていきましょう。
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、ଓՄなࣾձをஙいていくためには࣋　
かん

ڥ
きΐう

の
อશɾࣾձのൃలɾࡁܦの։ൃがௐしたうえで、
をղܾしていかな͚Εなりまͤん。Ұ໘త
な見方をしていてはそΕはできまͤん。
　この世քには生׆

かん

ڥ
きΐう

も、ࢥやफڭなどもҟ
なる人ʑがらしています。օ

Έͳ

そΕͧΕにࣄが
あり、࣮ݱに໘している՝があります。Ұ෦
͚ͩがいいࢥいをして、誰

だれ

かがۤしんでいるよう
なঢ়
じΐう

گ
きΐう

では、ຊのղܾとはݴえないでしょう。

経済の開発 社会の発展

環境の保全
かんきょう

持続可能な
社会

ۙͳਓͱ͠ྗڠ߹ͬ
͍ͯ͘͜ͱɻ
ときには意見の対立を乗

の

り
越
こ

えて、他の人と協力して
いくためには、どんなこと
が大切だろう。

ੜ໋ࣗવͱɺਓؒͱ
ͷؔΘΓΛ͑ߟΔ͜ͱɻ
科学技術の発展によって、
生命や自然と、人間との関
わりは変化を続けている。
自然環

かん

境
きょう

を守りながら共生
を目指すには、どんなこと
が大切だろう。

Ҭࣾձͱੵۃతʹ
ؔΘ͍ͬͯ͘͜ͱɻ
よりよい地域や社会を築い
ていくためには、どんなこ
とが大切だろう。

ҬΛӽࠃ
こ

͑ͯɺ
ͷղܾʹ͍͔ͯͬ͘
͜ͱɻ
グローバル化が進み、１つ
の国で解決できない問題が
いくつもある。異なる国や
地域の人々とも協働してい
くには、どんなことが大切切
だろう。

自分にできる
ことを考え、
行動しよう。

ͯ
͠
ࢦ

を
ݱ
࣮
の
ձ
ࣾ
な

Մ
ଓ
࣋

にབྷࡶҼと݁Ռがෳݪ、ࣾձで起きているさま͟まなはݱ　
から

み合
あ

っています。
ྫえ、ԼにࣔさΕたをղܾしていくには、どうしたらよいのでしょう。また、
ղܾにࢸるまでのしさは、どういうとこΖにあるのでしょう。

希少な野生生物を保護していくことは、生態系を守ると
いう重要な現代的な課題の一つです。
青
あお

森
もり

県
けん

下
しも

北
きた

半
はん

島
とう

に生息するニホンザルは、国の天然記念
物に指定され、保護されてきました。しかし、長年の保護
によってニホンザルが繁

はん

殖
しょく

し、数が増えすぎたことで、一
部のサルが住民の生活を脅

おびや

かすようになってしまいました。
今度は逆に駆

く

除
じょ

することが必要になってしまったのです。
このように現代社会で起きる問題を根本から解決するの

は、非常に難しいことなのです。
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Webコンテンツをご用意しています

もくじの2次元コードを使うか，URLに直接
アクセスすることで，補助資料コンテンツを
活用できます。
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されていますɻߏՊॻはɺこの本とʮ中学生の道ಙノʔト　自分を見つめる�ʯでڭ

ྫ 　　　　　　　　　　�ओとして自分自身に関すること
　　　　　　　　　　�ओとして人との関わりに関すること
　　　　　　　　　　�ओとしてूஂやࣾձとの関わりに関すること
　　　　　　　　　　�ओとして生命や自然ɺਸ高なものとの関わりに関すること　�を表していますɻ
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ຊॻͷಛ � 今日の道徳も，一度きりの授業だから。

朱書編

理論編
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ͯ͢ͷ教材ʹ̎ͭͷतۀల։ྫɻ

൘ॻྫൃߏͳͲΛ͔ͬ͠ΓΨΠυ Ͱ͕ͬͪΓαϙʔτࡌͰ͖Δใຬ͕ڀݚࡐڭ 実践編

道ಙΛਂ͘
ֶͿͨΊʹ

「ಓಙとは何か」をඥղくղઆ
ॻですɻ༰߲目ࣇಐの
ൃୡのஈ֊ɼॾܭը立Ҋ
ධՁにあたってのཁఘをղ
આしますɻ

朗読編

ௌ͍ͯຯΘ͏
・すべてのಡみ物ࡐڭの࿕
　ಡ音をऩ༧ఆですɻ
・感あふれる࿕ಡでࡐڭ
　のੈքへと༠いɼ生ెの
　心を๛かにҭてるಓಙՊ
　のत業をԋ出しますɻ

道徳ROM

ॾܭըཱҊ
तۀ४උΛ
εϜʔζʹ
ʲऩ༰ʳ
・ಓಙڭҭશ体ܭըҊ
・શ体ܭըผ葉作成ツール
・年間指ಋܭըҊ
・त業指ಋҊ
ワークシート集ڌ४ࡐڭ・
・場໘ֆ・顔ֆイラスト集
・どうとく通৴　　　など

˙̇ ༰߲目ղઆ ༰߲目ղઆ
　　　ʜʜԣ山 ར߂
˙ ಓಙڭҭの実ફ
　　　ʜʜ七ᑍ 正య
˙ ಓಙՊのධՁ
　　　ʜʜࣲ原 ࢤ߂　など
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ຊॻͷಛ � 今日の道徳も，一度きりの授業だから。

େࣄͳՕॴΛΈΜͳͰ
֬ೝ͠ͳ͕ΒਐΊ͍͢�

マーカーをҾ͍ͨり，紙面を拡大ͨ͠り͠な
がΒਐΊることで，すͯのੜెが教ࡐを理
ղ͠やすくなります。

ө૾ࢿྉͷ׆༻Ͱັྗ͋Δतۀʹ�
࣮の教ࡐなどは，࣮ࡍのө૾があるとޮՌతです。教ࡐ理ղ
をॿ͚るとともに，આ໌の࣌間を縮͠ます。

तۀͷςϯϙ͕Α͘ͳΔ�
教科書紙面・ิॿࢿྉ・࿕読ԻがҰ体とな
͍ͬͯるので，͍くͭもの教ࡐ・教۩を͏
ඞཁがありません。͠合͍の࣌間を֬保͠
やすくなります。

ಋೖ ຊ࣌ͷࡐΛΔ
？日のはどのようなとこΖが舞台ࠓ　

ల։ ͏߹ΛಡΜͰɼ͠ࡐڭ
　・どうして൧田౦中ֶߍの生ెたちは，
　　ここまでؤுれた？
　・みんなが実ݱしようとした「理想」って？
がれてܧの生ెにडけߍの൧田౦中ֶࠓ・　
　　いるのは，どのような思い？

ల։ ΛৼΓฦΔݾࣗ
についてɼ「ڷ」たちにとってのࢲ　
　ࣗ分のߟえをノートにॻいてみようɻ

�̍��̍�⤔Ξοϓϧϩʔυ࡞ઓ तۀల։ྫ ⾣ಈը「りんご
ฒ木」

⾣　ಈը⾣　ಈը⾣ のࡏݱ」
りんごฒ木」

ほっちゃれ

110
111
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Ϣχόʔαϧ
σβΠϯ

ΧϦΩϡϥϜ
Ϛωδϝϯτ そ

の
他
、
意
を
用
い
た
と
こ
ろ

ΈΜͳͰͱʹ͑ߟΔɼ
͔ͩΒ道ಙָ͍͠ɻֶڭߍҭશମͰ৺ΛҭΉɻ

શ学の༰Ұ覧では，ଞの教ҭ׆ಈとのؔΘりを示͍ͯ͠ます。
ಛにॏཁな教ҭత՝であるੜ໋ଚॏ・͍͡Ίࢭ・ใϞラル
とのؔ連をॏ͍ͯ͠ࢹます。

୭Ͱݟ͍͢・ಡΈ͍͢ΧϦΩϡϥϜϚωδϝϯτΛ͔ͨ͠ͳͷʹ

●
ゆ
と
り
あ
る
紙
面
構
成

　
Ａ
Ｂ
判
の
判
型
を
採
用
し
、
イ

ラ
ス
ト
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

圧
迫
感
の
な
い
ゆ
と
り
の
あ
る
紙

面
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
文
字
や
行
間
の
統
一

　
本
文
の
文
字
の
サ
イ
ズ
、
文
字

間
や
行
間
、
本
文
周
辺
の
余
白
な

ど
を
原
則
と
し
て
統
一
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
の
系
統

性
を
考
慮
し
て
、
一
年
生
は
本
文

の
文
字
を
大
き
く
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

●
振
り
仮
名

　
誰
も
が
内
容
を
正
確
に
理
解
で

き
る
よ
う
、
配
当
漢
字
及
び
未
習

の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
に

振
り
仮
名
を
配
し
ま
し
た
。
読
み

や
す
さ
を
考
慮
し
、
固
有
名
詞
は

初
出
の
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
カ
ラ
ー

　ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
色
覚
の
違
い
に
よ
り
学
習
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。
専
門
の
第
三
者
機

関
に
検
証
を
依
頼
し
、
Ｃ
Ｕ
Ｄ
認

証
マ
ー
ク
の
取
得
を
申
請
し
て
い

ま
す
。

●
環
境
に
や
さ
し
い
用
紙
、

　印
刷

　
印
刷
に
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使

用
し
、
用
紙
は
再
生
紙
を
用
い
ま

し
た
。
な
お
、
本
冊
は
発
色
の
よ

さ
、
見
や
す
さ
を
、
別
冊
は
鉛
筆

で
の
書
き
や
す
さ
、
消
し
や
す
さ

を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
内

容
や
使
用
用
途
を
踏
ま
え
た
用
紙

を
用
い
ま
し
た
。

●
製
本
の
工
夫
│

　使
い
や
す
さ
と
安
全
性

　
別
冊
は
紙
面
が
開
き
や
す
い

「
中
綴
じ
」
製
本
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
針
金
は
内
側
に
曲
げ
る

こ
と
で
安
全
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
「
三
か
所
留
め
」
で
十

分
な
強
度
を
確
保
し
ま
し
た
。 

●
別
冊
を
本
冊
に

　収
納
可
能
に

　
本
書
は
二
分
冊
構
成
で
す
が
、

本
冊
に
別
冊
を
挟
み
込
む
こ
と
で
、

一
体
と
な
る
よ
う
に
製
本
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
の
「
心
の

記
録
」
で
あ
る
別
冊
の
管
理
を
容

易
に
し
、
年
間
を
通
し
て
の
紛
失

を
防
ぎ
ま
す
。

●
他
の
教
科
や
教
育
活
動
と
の
関
わ
り

˛�年本冊⤚「加奈子の職場体験」˛�年ผ冊Q���「ಇくことのҙ義を理ղし、
将来をඳこう」

他の教育活動との関連を図りやすい内容・構成・配列です。

●
人
権
教
育
と
の
関
わ
り

　
　
人
間
尊
重
の
精
神
に
基
づ
き
、
不
適
切
な
表
現
・
描
写
、
偏
り
の
な

　
い
表
記
に
留
意
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
「
い
じ
め
」
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
上
の
課
題
に
関
連
す
る
教

　
材
を
精
選
し
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し

　
ま
し
た
。

社会に生きる人々の「性の在り方」
は多様であり，それによって差別
されるべきではないという内容に
しています。

「世界人権宣言」を掲載し、
全世界の人々が生まれながらにし
てもっている基本的人権につい
て，しっかりと確認できます。

˛�年ผ冊Q���
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